


令和 2 年度災害医療担当理事連絡協議会 

        日 時：2020 年 11 月 22 日（日）9 時 15 分～10 時 30 分 

        会 場：都ホテル岐阜長良川 2 階「漣の間・B」 

        参加者：村上副会長、山内業務係長 

 

報告事項１．令和元年日本医師会救急災害対策委員会の報告について 

日本医師会災害医療対策員会委員である加陽理事（静岡）より本年 6 月にまとめられた当

該報告書について説明があり、今回は「新型コロナウイルス感染症時代の避難所マニュアル」

を作成したが、JMAT 活動に関する部分はあまり議論を進められなかったことに言及した。 

特に今後は被災地 JMAT の活動について、自治体とのつながりを強めるための取組が必要で

あり、DMAT・DHEAT との連携や各県における地域防災計画への JMAT 活動の明示等、根拠を持

たせることで活動を実体化することが求められることが議論された。 

報告事項２．愛知県医師会における新型コロナウイルス感染症に関する調査結果について 

 細川理事（愛知）より、愛知県独自で運用しているアンケートメール回答システム（AKK

システム）を使って新型コロナウイルス感染症による影響について会員から意見をまとめた

ことが報告された。本システムは県の補助金を活用し月額約 10 万円で運用されている。登録

数は県内 A 会員約 4,600 名の内 6 割にあたる約 2,800 名で、過去 2 回のアンケートでは 5 割

弱の回答を得ている。現在は県内状況を把握するために運用されており、得られた回答に対

するアクションは行われていない。 

協議事項１．各県における JMAT の活動状況について 

 各県より活動状況を報告し、研修会の開催状況や自治体主催の防災訓練等への参加状況等

について意見交換した。 

自治体主催の訓練に参加している ・・・岐阜県、石川県、愛知県、富山県 

参加していない・・・福井県、三重県、静岡県 

協議事項２．（中部医連各県における）自然災害等による被災状況の迅速把握および支援体制

の構築について 

 平成30年に締結された「中部医師会連合災害時医療救護協定書」の今後の運用について、

被災県との情報共有や救護要請の在り方、また近隣医師会による関係機関との連絡調整等に

ついて今後具体的な支援体制の構築に向けた検討が提案され、今後当協議会で議論すること

とした。 


